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第 3回 

 

１ 日時：令和 6年 3月 18日（月）14：00～16：00 

  場所：苫小牧市民活動センター 多目的ホール 

 

２ 参加者：85 名 

居宅介護支援事業所職員、地域包括支援センター職員、病院職員 

障がい相談支援事業所職員、社会福祉協議会職員、後見支援センター職員 

市職員（介護福祉課、障がい福祉課、総合福祉課、発達支援課） 

 

３ 内容：①「ACP～もしものときの意思決定支援～」(講義) 

             平成醫塾 苫小牧東病院 緩和ケア認定看護師  澤田 真由美氏 

ACP の定義や、厚生労働省の「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに 

関するガイドライン」に沿って ACP がなぜ必要とされているのか、どのように進めてい

くとよいのかということについて共有した。 

      

②「もしもシートについて活動状況等の意見交換」(グループワーク) 

もしもシートの活用状況については、自分で書くことで整理するきっかけとなった、家

族も本人のことを理解することができた等、もしもシートの必要性を感じている支援者

が多くいた。しかし聞きづらい項目がある、聞き取りに時間がかかる等の意見もあった。 

今後も活用方法について理解を深めていく予定である。 

 

     研修全体を通して、介護の仕事には課題は多いが、身寄りのない方とどう向き合うか、

ACPやもしもシートをどう活用するか、どうしたらケアマネージャーの負担を軽減でき

るのかを考える良い機会になったと前向きな意見が多くあった。 

 


